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が大きいと考えられるが，図 15に示すように今回実施した
二段ショットピーニングでは通常の 1段ショットピーニング
に比べて最表層の圧縮残留応力が 300 MPa程度高くなって
いる。
以上の検討に基づき，疲労強度向上へ寄与した因子とそ

れぞれの寄与率を整理した結果を表 4に示す。鋼種変更に
よる疲労強度向上効果は 9％，表面硬化処理を従来のガス浸
炭




